
Ⅰ　事業評価総括表
（単位：円）

3

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

出水ＩＣ周辺排水路整備工
事

出水市 29,920,000 27,000,000

備　考

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

国道328号(下知識地内)配
水管新設工事

出水市 9,353,000 7,600,000

番号 措置名 補助事業の名称
補助事業者名又は間
接交付金事業者名

補助事業に要し
た経費

補助金充当額

35,854,000 27,720,0002

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

出水市市民プール建築改修
工事（２工区）

出水市



Ⅱ　事業評価個表 （単位：円）

事業期間の設定理由 下知識地内の水道管整備計画による

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和６年度

下知識町地内の
水道管新設整備

率100%

整備済延長/要整備
延長×100（％）

成果実績 ％
目標値 ％ 100
達成度 ％

補助事業に関係する主
要政策・施策とその目
標

第二次出水市総合計画基本計画(平成３０年度～令和４年度）
　第２章　都市基盤が整った機能性の高い快適なまちづくり
　　第１節　計画的な土地利用
　　　 ２　用途地域等の見直し
　　　　　用途地域等を見直し、土地利用の適正な規制及び誘導を行うことにより、都市機能の
　　　　　適正配置と効率の良いまちづくりを推進する。

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和５年度

補助事業者名又は間接補助事業者名 　出水市
補助事業実施場所 　出水市下知識町地内

補助事業の概要

　本市で実施している地域地区の見直しに伴い、南九州西回り自動車道の出水ＩＣ周辺は今後、都市的土
地利用に用いられることが想定されるため、水道設備を充実させることで企業立地の促進を図りました。

　施工延長190ｍ
　φ100　布設延長L=188ｍ
　φ75　 布設延長L=　2ｍ

　ソフトシール仕切弁（配水ポリ管用）φ100　N=３基

番号 措 置 名 補 助 金 事 業 名

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置 国道３２８号（下知識地内）配水管新設工事



補助事業の担当課室 出水市　水道課

補助事業の評価課室 出水市　水道課

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額
配水管新設工事 指名競争入札 株式会社岩﨑電設（出水市） 9,353,000

補助事業の契約の概要

補助金充当額 0 0 7,600,000
うち文部科学省分 0 0 0

総事業費 0 0 9,353,000

うち経済産業省分 0 0 7,600,000

補助事業の
総事業費等

令和２年度 令和３年度 令和４年度 備　考

補助事業の活動指標及
び活動実績

活動指標 単位 令和２年度 令和３年度

-

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無

185
達成度 ％ ‐ - 103%

令和４年度

新設した水道管の延長
活動実績 ｍ ‐ - 190
活動見込 ｍ ‐

補助金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由
更新年度の翌年度の利用実績を用いて評価を行うため。

補助事業の定性的な成果及び評価等

　南九州西回り自動車道出水ＩＣ周辺の都市的土地利用を想定し、水道を供給できる地域を拡大することができまし
た。
　引き続き、令和4年度には既存の横断管との接続のための整備を実施し、さらに安定的な水道の供給体制を整える
予定です。
　「下知識地内の水道管新設整備率」については、令和４年度に改めて達成度合いを測定予定です。



Ⅱ　事業評価個表 （単位：円）

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和5年度

施設利用者満足
度 80%（アン

ケート）

施設利用者満足度：
（施設に対する要望
なし）÷施設利用者

数×100

成果実績 ％
目標値 ％ 80
達成度 ％

補助事業の概要

出水市市民プールは平成元年に開所し、体育及びスポーツの振興を図り、市民の心身の健全な発達に寄与
することを目的に運営しているが、建設後３３年が経過し老朽化が進んできており、天井材や建具の腐食
の他、屋根や外壁も劣化が生じている状況であるため、令和３年度から年次的に改修を実施しているとこ
ろである。
　今回は、建物内部の改修工事を行うことで施設の機能保全を図り、利用者の安全と利便性の向上を図っ
た。

補助事業に関係する都
道府県又は市町村の主
要政策・施策とその目
標

第二次出水市総合計画基本計画（平成30年度～令和4年度）
  第4章　郷土を愛し文化を伝え豊かな心を育むまちづくり
　　第2節　スポーツ・レクリエーションの推進
　　　5　社会体育施設・設備の整備と活用
　　　　 多様化する市民の健康志向やスポーツに対するニーズに対応できるよう、施設設備の計画的な整
備や維持補修に努め、安全の確保を図るとともに、障がい者等に配慮した施設利便性の向上と効果的な活
用を図ります。

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和４年度

事業期間の設定理由 改修工事の年次計画と施設の閉館期間を考慮し設定

番号 措置名 補助事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置 出水市市民プール建築改修工事（２工区）

補助事業者名又は間接補助事業者名 出水市
補助事業実施場所 出水市文化町１３番地



内部改修工事 一般競争入札 株式会社　平岩熱学 35,854,000

補助事業の担当課室 出水市建設政策課

補助事業の評価課室 出水市文化スポーツ課

うち経済産業省分 0 0 27,720,000

補助事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

補助金充当額 0 0 27,720,000
うち文部科学省分 0 0 0

補助事業の総事業費等 令和２年度 令和３年度 令和４年度 備　考

総事業費 0 0 35,854,000

補助事業の活動指標及
び活動実績

活動指標 単位 令和２年度 令和３年度 令和４年度

内部改修工事面積
活動実績 ㎡ - - 676
活動見込 ㎡ - - 676
達成度 ％ - - 100.0%

補助事業の成果目標及
び成果実績

評価年度の設定理由
改修年度の翌年度の利用実績を用いて評価を行うため。

補助事業の定性的な成果及び評価等

本補助金を活用し建物内部の改修工事を実施したことにより、施設の内部壁やトイレブースといった劣化
状況の改善や建具の機能維持が図られ、利用者が安全・快適に施設を利用することができるようになりま
した。
　「施設利用者満足度」については、令和５年度に改めて達成度合いを測定予定です。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無



Ⅱ．事業評価個表

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和７年度

出水ＩＣ周辺の
排水路整備率
100％

整備済延長／要整
備延長×100（％）

成果実績 ％
目標値 ％ 100
達成度 ％

補助事業の概要

　出水ＩＣ周辺において、将来的な都市的土地利用に対応する排水路を整備する。令和元年から令和２年
度にかけて「米ノ津地区雨水管理方針」を策定、令和３年度に測量設計業務を実施、令和４年度から令和
７年度（予定）にて工事を実施する。（農林水産整備課所管分は令和６年度までの予定）

　（排水路整備）
　
　　施工延長 L=54.7m  L型水路工3000×1500 L=22.0m
    ボックスカルバート3000×1500 L=5.9m  L型擁壁工1500型 L=8.5m
    PCフェンスH1200 L=32.0m

補助事業に関係する主
要政策・施策とその目
標

　第二次出水市総合計画基本計画（平成30年度～令和9年度）
  　第５章　地域の資源を生かした多様な産業でつくるにぎわいあるまちづくり
　　　第１節　農林水産業の振興
　　　　４　基盤整備の推進
　　　　　　国・県の事業を積極的に活用し、農業用施設や林道及び作業道の整備・改良を計画的に推
　　　　　　進する。

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和６年度

事業期間の設定理由 下知識地内の排水路整備計画による

番号 措 置 名 補 助 金 事 業 名

1
公共用施設に係る整備、維持補修又は
維持運営等措置 出水ＩＣ周辺排水路整備工事

補助事業者名又は間接補助事業者名 　出水市
補助事業実施場所 出水市下知識町地内



排水路整備工事 一般競争入札 株式会社　門田建設（出水市） 29,920,000

補助事業の担当課室 出水市　農林水産整備課

補助事業の評価課室 出水市　農林水産整備課

うち経済産業省分 - - 27,000,000

補助事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

補助金充当額 - - 27,000,000

うち文部科学省分 - -

補助事業の
総事業費等

令和２年度 令和３年度 令和４年度 備　考

総事業費 - - 29,920,000

補助事業の活動指標及
び活動実績

活動指標 単位 令和２年度 令和３年度 令和４年度

整備した排水路の延長
活動実績 ｍ - - 54.7
活動見込 ｍ - - 54.7
達成度 ％ - - 100

補助金事業の成果目標
及び成果実績

評価年度の設定理由
事業終期の翌年度に評価を実施

補助事業の定性的な成果及び評価等

　本事業は排水路を整備することで農地の浸水被害の軽減や解消を図るこうとを目的としており、令和４年度に５
４．７ｍの排水路整備を行い、全体計画の１９％排水対策を実施しました。
　令和５年度以降も継続し、安定的な排水対策を行いたい。

評価に係る第三者機関等の活用の有無
無


